
　
認
知
症
の
方
を
介
護
さ
れ
て
い
る
方

同
士
で
、
介
護
の
悩
み
や
困
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

日　
時　
11
月
28
日
㈮　
午
後
１
時
半

～
３
時
半

場　
所　
成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ

内　
容　
参
加
者
同
士
の
交
流

　
ち
ば
認
知
症
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

相
談
員
に
よ
る
個
別
相
談
（
要
予

約
）

対　

象　

認
知
症
の
方
（
疑
い
を
含

む
）
を
介
護
し
て
い
る
方

※
事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
市
外

に
お
住
ま
い
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

申
・
問　
山
武
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

　
　
☎
０
４
７
５(

８
０)

２
６
４
３

　
今
年
は
、
２
年
に
１
回
実
施
す
る
特

定
計
量
器
定
期
検
査
の
実
施
年
で
す
。

計
量
法
の
規
定
に
よ
り
、
商
店
・
工

場
・
病
院
・
学
校
等
で
計
量
器
（
は
か

り
）
を
取
引
ま
た
は
証
明
に
使
用
し
て

い
る
方
は
、
必
ず
受
検
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
受
検
し
な
い
場
合
は
、
計

量
法
違
反
と
し
て
罰
則
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

検
査
日
・
場
所

　

12
月
4
日
㈭ 　

さ
ん
ぶ
の
森
交
流

セ
ン
タ
ー
あ
ら
ら
ぎ
館
バ
イ
オ
マ

ス
棟

　
12
月
5
日
㈮　
蓮
沼
出
張
所

　
12
月
8
日
㈪　
松
尾
出
張
所

　
12
月
9
日
㈫　
山
武
市
役
所

　
12
月
10
日
㈬　
山
武
市
役
所

検
査
時
間　
午
前
10
時
半
～
正
午
・
午

後
１
時
～
３
時

検
査
当
日
持
参
す
る
も
の

・ 

計
量
器
（
増
お
も
り
ま
た
は
分
銅

を
使
用
す
る
も
の
は
一
緒
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
）

・ 

検
査
手
数
料
（
一
台
に
つ
き
５
０
０

円
か
ら
３
６
０
０
円
）

※
今
回
か
ら
千
葉
県
収
入
証
紙
で
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

・ 

市
か
ら
の
通
知
「
計
量
器
（
は
か

り
）
定
期
検
査
の
お
知
ら
せ
」

※
対
象
者
で
、
通
知
が
届
か
な
い
方

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
農
商
工
・
観
光
課

☎
０
４
７
５(

８
０)

１
２
０
１

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年

金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ

ま
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は

必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
（
平
成
26
年
10
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今

年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

ら
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に

送
ら
れ
ま
す
）。

問　
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０(

０
７
０)

１
１
７

　
千
葉
年
金
事
務
所　

　
　
☎
０
４
３(

２
４
２)

６
３
２
０

　
国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控

除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
そ
の
年

の
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
付
し
た
保

険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や

追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合

わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
と

き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

1
い

1
い

月3
みらい

0日は
「年金の日」です!!

　厚生労働省では、国民一人一人、「年金
ネット」等を活用しながら、高齢期の生
活設計に思いを巡らしていただく日とし
て、11月30日を「年金の日」としました。
　この機会に、「ねんきん定期便」や「ね
んきんネット」で、ご自身の年金記録と
年金受給見込額を確認し、未来の生活設
計について考えてみませんか。
　「ねんきんネット」をご利用いただく
と、いつでもご自身の年金記録を確認で
きるほか、将来の年金受給見込額につい
て、ご自身の年金記録を基に様々なパ
ターンの試算をすることもできます。
　「ねんきんネット」については、日本年
金機構のホームページでご確認いただく
か、千葉年金事務所にお問い合わせくだ
さい。
問　千葉年金事務所　☎043（242）6320

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

認
知
症
高
齢
者
等
を
か
か
え
る

家
族
交
流
会

産
　
業

計
量
器
（
は
か
り
）
定
期
検
査

を
実
施
し
ま
す
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実
施
日　
11
月
16
日
㈰　
午
前
８
～
11

時
（
雨
天
決
行
）

場　
所　
市
内
の
道
路
沿
い

収
集
方
法　

市
か
ら
配
布
の
ご
み
袋

に
、
紙
く
ず
・
カ
ン
・
ビ
ン
等
を
集

め
て
く
だ
さ
い
。

※
粗
大
ご
み
は
対
象
外
で
す
。

　
発
見
し
た
場
合
は
、
環
境
保
全
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
区
・
自
治
会
と
し
て
登
録
し
て
い
な

い
団
体
で
、
ご
み
ゼ
ロ
運
動
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
団
体
に
も
、
専
用
の

ご
み
袋
を
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
環
境
保
全
課

☎
０
４
７
５(

８
０)

１
１
６
１

共
済
見
舞
金

　
死　
亡　
１
５
０
万
円

　
傷　
害　
２
万
～
50
万
円

　
身
体
障
害
（
１
級
・
２
級
）
50
万
円

申
込
場
所　
市
民
課
市
民
生
活
係
ま
た

は
各
出
張
所
窓
口

問　
市
民
課

　
　
☎
０
４
７
５(

８
０)

１
２
７
１

日　
時　
11
月
16
日
㈰　

午
前
11
時
～

午
後
１
時

※
荒
天
中
止
（
午
前
９
時
に
防
災
行
政

無
線
で
放
送
し
ま
す
）

場　
所　
蓮
沼
中
学
校

問　
消
防
防
災
課

☎
０
４
７
５(

８
０)

１
１
１
６

　
個
々
の
労
働
者
と
使
用
者
の
間
で
パ

ワ
ハ
ラ
、
解
雇
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生

じ
、
当
事
者
間
で
の
自
主
解
決
が
困
難

な
場
合
に
、
千
葉
県
労
働
委
員
会
で
は

『
個
別
的
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ
ん
』
を

行
っ
て
い
ま
す
。

○
労
働
者
、
使
用
者
ど
ち
ら
か
ら
の
申

請
も
受
け
付
け

○
簡
単
な
手
続
き
・
非
公
開
・
費
用
無

料
問　
千
葉
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
４
３(

２
２
３)

３
７
３
５

加
入
で
き
る
方　
市
内
に
住
ん
で
い
る

方
と
そ
の
扶
養
者

共
済
期
間　
加
入
受
付
日
の
翌
日
か
ら

平
成
27
年
８
月
31
日
ま
で

年
会
費　
６
０
０
～
１
０
０
円

　
（
加
入
月
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

対
象
と
な
る
事
故　
車
両
（
自
動
車
、

オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車
な
ど
）
の
交

通
事
故
で
交
通
事
故
証
明
書
（
人
身

事
故
扱
い
）
が
発
行
さ
れ
た
も
の

　
11
月
15
日
か
ら
平
成
27
年
２
月
15
日

ま
で
の
３
カ
月
間
は
狩
猟
が
解
禁
と
な

り
ま
す
。
ハ
ン
タ
ー
の
方
々
に
は
法
令

を
遵
守
し
、
事
故
等
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
に
十
分
注
意
す
る
よ
う
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
住
民
の
皆
さ

ん
も
、
山
林
・
原
野
に
立
入
る
際
は
、

ハ
ン
タ
ー
が
認
識
し
や
す
い
よ
う
に
、

赤
、
オ
レ
ン
ジ
等
の
目
立
つ
色
彩
の
服

装
の
着
用
や
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
あ
げ
た

ラ
ジ
オ
を
携
帯
す
る
な
ど
、
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問　
千
葉
県
山
武
地
域
振
興
事
務
所

☎
０
４
７
５(

５
５)

３
８
６
２

投
票
日　
11
月
25
日
㈫

投
票
の
で
き
る
方　
山
武
郡
中
央
土
地

改
良
区
組
合
員
の
方

立
候
補
届
出
期
間　
11
月
18
日
㈫
・
19

日
㈬　
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

立
候
補
で
き
る
方　
平
成
元
年
11
月
26

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
山
武
郡
中

央
土
地
改
良
区
組
合
員
の
方

問　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
０
４
７
５(

８
０)

１
２
６
１

暮
ら
し・環
境

狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま
す

山
武
郡
中
央
土
地
改
良
区総代

選
挙

ご
存
じ
で
す
か
？ 

労
働
委
員
会

～
雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル
ま
ず
相
談
～

交
通
災
害
共
済

随
時
申
し
込
み
受
け
付
け

蓮
沼
地
区
で
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す

ご
み
ゼ
ロ
運
動
にご協

力
く
だ
さ
い

全国一斉
「女性の人権ホットライン」

強 化 週 間
　「女性に対する暴力をなくす運
動」の期間中、全国一斉に人権擁護
委員が「女性の人権ホットライン」
を通じて、相談に応じます。
　千葉県女性の人権ホットライン
では、次のとおり相談に応じますの
で、どうぞお電話ください。
日　時
　11月17日㈪～21日㈮
　　午前８時半～午後７時
　11月22日㈯・23日㈰
　　午前10時～午後５時
電　話
　0570(070)810
問　千葉人権擁護委員連合会事務局
　☎043(247)3555
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申
・
問 

 
 

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
７
６（
９
３
）５
７
１
１

　
合
併
処
理
浄
化
槽
と
は
台
所
、
ト
イ

レ
、
洗
面
所
、
風
呂
場
な
ど
家
庭
か
ら

出
る
汚
れ
た
水
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で

き
れ
い
に
す
る
施
設
で
す
。
き
れ
い
に

さ
れ
た
水
は
、
家
の
周
り
の
排
水
路
や

小
川
に
流
れ
こ
み
、
河
川
が
き
れ
い
に

な
っ
て
き
ま
す
。
く
み
と
り
式
ト
イ
レ

の
家
も
単
独
処
理
浄
化
槽
の
あ
る
家

も
、「
合
併
処
理
浄
化
槽
」
を
つ
け
て
、

適
正
な
管
理
の
も
と
家
庭
か
ら
出
る
汚

れ
た
水
を
き
れ
い
に
し
て
川
に
流
す
こ

と
が
大
事
で
す
。

　
単
独
浄
化
槽
ま
た
は
く
み
取
り
便
槽

か
ら
転
換
す
る
個
人
に
は
補
助
金
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
補
助
金
の
申
請
は
、
合
併
浄

化
槽
を
設
置
す
る
前
で
す
。

※
農
業
集
落
排
水
地
域
は
浄
化
槽
補
助

金
の
対
象
外
で
す
。

問　
環
境
保
全
課　

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
６
１

　
夏
季
後
半
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
ハ

チ
の
活
動
が
活
発
に
な
る
季
節
で
す
。

む
や
み
に
ハ
チ
の
巣
な
ど
に
近
寄
る
の

は
危
険
で
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　
公
共
の
施
設
や
公
園
、
道
路
な
ど
で

ス
ズ
メ
バ
チ
等
の
巣
を
発
見
し
た
場
合

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
個
人
が
所
有
す
る
家
屋
や
土

地
等
で
発
見
さ
れ
た
巣
に
つ
い
て
は
、

直
接
専
門
業
者
に
駆
除
の
相
談
を
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

市
内
業
者　

●
ク
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
㈲　

☎
０
４
７
５（
８
６
）３
３
４
４

●
綜
合
技
建
㈱　

☎
０
４
７
５（
８
２
）０
３
９
０

問　
環
境
保
全
課

　
☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
６
１

　
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
動
物
に
よ

る
事
故
や
迷
惑
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

人
が
犬
に
咬
ま
れ
る
事
故
が
、
平
成

25
年
度
は
県
内
で
１
６
７
件
発
生
し

ま
し
た
。

・
犬
が
人
を
咬
ん
で
怪
我
を
さ
せ
た
場

合
、
飼
い
主
は
保
健
所
長
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

・
子
犬
の
時
か
ら
、
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
な
し
つ
け
、
飼
い
方
を
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

・
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
散
歩
は
犬
を
制
止
で
き
る
人
が
、

短
い
引
き
綱
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

犬
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防

接
種
は
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
飼
い

主
の
義
務
で
す
。

猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

一
部
の
サ
ル
、
ヘ
ビ
な
ど
の
特
定
動

物
を
飼
う
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
保

健
所
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。

ペ
ッ
ト
が
い
な
く
な
っ
た
ら
す
ぐ
探

し
、
保
健
所
、
警
察
、
動
物
愛
護
セ

ン
タ
ー
に
電
話
等
で
届
け
出
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
迷
子
札
を
つ
け
る
、
動

物
病
院
で
「
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
」
を

装
着
す
る
な
ど
し
て
、
飼
い
主
が
わ

か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

動
物
は
責
任
を
も
っ
て
最
後
ま
で
面

倒
を
み
ま
し
ょ
う
。

犬
の
し
つ
け
方
教
室
（
予
約
制
）

基
礎
講
座　
受
講
料
無
料

　
日
　
時　
11
月
９
日
㈰
、12
月
14
日
㈰

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
２
時
半

実
技
講
座　
受
講
料
３
０
０
０
円

　
日
　
時　
11
月
９
日
㈰
、12
月
14
日
㈰

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

飼
い
主
さ
が
し
の
会（
予
約
制・無
料
）

　
犬
の
欲
し
い
方
、
あ
げ
た
い
飼
い
主

さ
ん
と
の
出
会
い
の
場
で
す
。

開
催
日　
11
月
９
日
㈰
、
12
月
14
日
㈰     

 

犬
猫
の
欲
し
い
方　

受
付
９
時
～

 

犬
猫
の
あ
げ
た
い
方　
受
付
９
時
半
～

合併浄化槽  
　　　　の大きさ   ５人槽 ７人槽 10人槽

単独浄化槽
から転換 ５１２,０００円 ５９４,０００円 ７２８,０００円

くみ取り便槽
から転換 43２,０００円 ５１４,０００円 ６４８,０００円

＊放流先のない場合の処理装置を設置する場合
　に上乗せ補助があります（単独浄化槽または
　くみ取り便槽から転換する場合で、合併浄化槽
　と同時に処理装置を設置する者に限ります）。
　補助額　２００，０００円

合
併
処
理
浄
化
槽
で
住
み
よ
い
街
を

補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
!!

ハ
チ
に
注
意

11
月
は「
動
物
に
よ
る
危
害
防
止

対
策
強
化
月
間
」で
す

き
ち
ん
と
教
え
て
く

れ
た
か
ら
、
仲
良
く

暮
ら
せ
る
よ
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し
て
く
れ
た
ら
謝
礼
を
払
う
」
な
ど
と

持
ち
か
け
て
く
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

他
に
も
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
企

業
の
個
人
情
報
漏
え
い
な
ど
、
話
題
性

の
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
や
事
件
に
便
乗
し
た

詐
欺
も
あ
り
ま
す
。
少
し
で
も
不
安
を

感
じ
た
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
山
武
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
◆

相
談
専
用
電
話　

☎
０
４
７
５（
８
２
）８
４
５
３

日　
時　
平
日　
午
前
９
時
～
午
後
４

時
半

場　
所　
山
武
市
役
所

日　
時　
12
月
７
日
㈰　
午
前
９
時
～

午
後
５
時

場　
所　
山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合
消

防
本
部
３
階
講
堂

募
集
対
象　
13
歳
以
上
（
先
着
40
人
）

申
込
期
間　
11
月
４
～
21
日

申
込
方
法　
住
所
・
氏
名・
生
年
月
日
・

職
業
・
連
絡
先
を
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
で
申
し
込
み

申
・
問　
山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合
消

防
本
部☎

０
４
７
５（
５
２
）８
７
５
２

Ｆ
０
４
７
５（
５
５
）０
１
３
１

Ｍfd.keibou@
sanbukouiki-chiba.jp

山
武
市
結
婚
相
談
連
絡
会
で
は
、
結

婚
を
希
望
す
る
市
内
在
住
の
独
身
男

性
・
独
身
女
性
を
対
象
と
し
て
結
婚
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
利
用
者
登
録
す
る
と
、
婚

活
イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報
提
供
や
結
婚
相

談
を
継
続
的
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

日　
時　
11
月
30
日
㈰

            

午
後
１
時
半
～
３
時

場　
所　
山
武
市
役
所　
第
１
会
議
室

問　
山
武
市
結
婚
相
談
連
絡
会
事
務
局

　
（
わ
が
ま
ち
活
性
課
）

☎
０
４
７
５(

８
０)

１
２
１
４

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
に
関
連
し
た
事
業
へ
の

投
資
な
ど
を
か
た
っ
た
詐
欺
的
ト
ラ
ブ

ル
に
関
す
る
相
談
が
、
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
複
数
の
業
者
が
役
回
り
を
分
担

し
て
消
費
者
を
だ
ま
そ
う
と
す
る
「
劇

場
型
勧
誘
（
買
え
買
え
詐
欺
）」
で
す
。

証
券
会
社
か
ら
「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
手

掛
け
る
Ａ
社
の
株
を
買
う
権
利
に
当
選

し
た
」「
購
入
代
金
を
立
て
替
え
て
く
れ

れ
ば
、
あ
と
で
返
金
す
る
」「
名
義
を
貸

山武郡市広域水道企業団からのお知らせ ☎0475-55-7851(代表)
http://www.water-sansui-ki.jp/

●料金のお支払いは、便利で確実な口座振替で！
・納付期限までに支払いに行くわずらわしさがありません。
・お支払いを忘れてしまうこともありません。
　※口座振替は、環境にやさしいお支払い方法です。納入通知書の作成や、うっかり
　忘れによる督促状の発送も抑制できるため紙の節減を図ることができます。
　　さらに、事務費や人件費の削減にもつながっております。人にも環境にもエコ
　な口座振替をぜひご利用ください。
手続きは簡単です！最寄りの取扱い金融機関へお客様番号（水栓番号）・預(貯)金通帳・届出印をご持参ください。
　【取扱い金融機関】　千葉銀行・千葉興業銀行・京葉銀行・三井住友銀行・三井住友信託銀行・ゆうちょ銀行・銚子商工信用組合・
　　　　　　　　　　　千葉信用金庫・銚子信用金庫・中央労働金庫・山武郡市農業協同組合・千葉県信用漁業協同組合連合会

　山武郡市5市町（東金市・山武市・大網白里市・九十九里町・横芝光町）で構成される当企業団の決算状況についてお知
らせいたします。平成26年8月19日に開催された山武郡市広域水道企業団議会8月定例会において、平成25年度の決算が認
定されました。
　今後も社会経済情勢の変化による水需要の動向等見据えながら、経営の健全化を推進していくとともに、より質の高い
サービスの実現をめざし、一層の経営努力を重ねてまいります。 

●平成２５年度決算状況について

資本的収支

建設改良費
12億1,277万円

資本的支出に対し不足する額は
減価償却費などの内部に

留保される資金で補てんします

企業債償還金
4,934万円

工事負担金
4,852万円

収 入
4,852万円

支 出
12億6,211万円

収益的収支
水道料金

39億4,296万円

減価償却費
8億4,145万円

人件費
3億8,138万円

その他
4億6,620万円

受水費
（九十九里地域水道企業団）
29億9,059万円

構成市町補助金
2億5,007万円

その他
1億3,006万円

千葉県補助金
2億3,345万円

純損失
1億2,308万円

収 入
45億5,654万円

支 出
46億7,962万円

結
婚
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

消
費
者
情
報

詐
欺
的
勧
誘
に
注
意

大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に

上
級
救
命
講
習
会


